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エコーなどを用いたフィジカルアセスメント技術に関する
研究
　採血や点滴注射の時、針を穿刺する静脈が「見えない」と穿刺に成功するま
で何度も針を刺すことがあります。「見えない静脈」は、穿刺される患者さん
も実施者も大きな苦痛を伴います。「見えない静脈」を見える化する機器を開
発し、患者さんの苦痛を減らしたいと思っています。
　また、高齢者は「状態が悪化しても症状を自覚することが難しい」ことがあ
ります。近年では一人暮らしの方が増えました。様子を教えてくれる家族が
いないのです。自分で症状の変化がわからず、訴えることも難しい方の身体
的変化を、看護師はリアルタイムに、ベッドサイドで、客観的に生体内を適切
に観察して対処することが重要になります。見えないのは「自分のせい。」、体
調が良くなくても「こんなもんや。」と我慢している患者さんを救うことを目
的としています。

研究内容

看護師がエコー等の可視化技術を看護技術に使用する探索
的研究
　見えない静脈に近赤外光を用いて可視化した画像を図 1に示します。近赤
外光は血液内のヘモグロビンに特異的に吸収される性質を持つので、静脈部
分の光の量が少なくなり黒く映ります。臨床では、深くて見えない静脈を可
視化してほしいニーズがあります。使用する光や光学材料の最適値、最適化
を検討し、静脈画像の画像処理によって臨床ニーズに応える静脈画像を獲得
することを目指しています。また、図2は心エコーの一つである下大静脈径を
計測するために看護師が撮像した超音波画像です。近年ポケットサイズにサ
イズダウンしベッドサイドで使えるようになりました。再入院率の高い心不
全患者に対し外来や訪問看護でポケット型エコーを使い、体液バランスの状
態を把握し心機
能への影響を予
測できれば、状
態の悪化を回避
し地域での生活
を守り続けるこ
とができます。

シーズ・地域連携テーマ例
■ 末梢静脈穿刺技術の向上
■ 在宅心不全患者のフィジカルアセスメント
■ 高齢者の食事援助技術の向上
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図1．シールの間にある見えない静脈を可視化した近赤外画像

図2． ポケット型エコーで撮影した下大静脈
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